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平成 30 年度八戸市一般会計補正予算などを可決　

　平成 30 年９月定例会を、９月４日から９月 21 日までの 18 日間の会期で開き、平成

30 年度八戸市一般会計補正予算、平成 29 年度一般会計・特別会計・企業会計決算など、

議案 29 件、認定２件を可決しました。

市議会の詳しい情報は、ホームページでご覧になれます。
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八戸港中国・韓国コンテナ定期航路開設20周年記念式典

　八戸市議会では、市民の皆様に分かりやすく開かれた議

会を目指し、議会報告会を開催します。

　議会報告会では、八戸市議会の活動概要などを説明する

ほか、市民の皆様と意見交換を行います。

　多くの皆様のご参加をお待ちしております。･（申込不要）

日　時　平成30年11月11日･（日） 午後２時00分～

場　所　八戸ポータルミュージアム「はっち」･シアター２

内　容　議会活動報告

　　　　意見交換　○福祉について
　　　　　　　　　○スポーツによるまちづくりについて
　　　　　　　　　○フリートーク

第８回議会報告会を開催します

　八戸港中国・韓国コンテナ定期航路の開設 20 周年を祝い、８月 31 日に八太郎２号埠頭

Ｊ岸壁（多目的国際物流ターミナル）で記念式典が開催されました。
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○：賛成　×：反対

区分

会 派 名　

　議 ･ 案　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

き

ず

な

ク

ラ

ブ

公

明

党

日
本
共
産
党
議
員
団

無

所

属

（
伊
）

無

所

属

（
吉
）

無

所

属

（
山
）

議決結果

市

長

提

出

議

案

予　

算

平成30年度八戸市一般会計補正予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度八戸市立市民病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度地方卸売市場八戸市魚市場特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度八戸市都市計画土地区画整理事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度八戸市学校給食特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度八戸市都市計画下水道事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度八戸市中央卸売市場特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度八戸市介護保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人　

事

八戸市教育委員会の委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

八戸市固定資産評価審査委員会の委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

人権擁護委員の候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

条　

例

八戸市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条
例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する
条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市貸工場条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ × 原案可決

八戸市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市立市民病院条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市特別用途地区内における建築物の制限に関する条例の一部
を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一
部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契　

約

東部終末処理場高圧電気棟（建築本棟）整備工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸自動車道（仮称）八戸西スマートインターチェンジ整備事業
の実施に関する平成30年度契約の一部変更契約の締結

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

庁舎本館空調設備その他改修工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

東部終末処理場高圧電気棟（電気設備）他整備工事請負契約の締
結

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小中野地区荷さばき所Ｄ棟排水路移設工事（その２）請負の一部
変更契約の締結

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ
の
他

土地及び建物の買入れ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市有財産の無償貸付け ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

損害賠償の額を定めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会 派 別 議 案 賛 否 一 覧 表
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■･五戸定博議長は採決に加わっていません。
■･個別の賛否状況については、市ホームページでご覧いただけます。

人事案件

○八戸市教育委員会の委員に、次の方

　を任命することに同意しました。

　　　　　簗
やな

　瀬
せ

　眞
ま

知
ち

雄
お

　氏

○八戸市固定資産評価審査委員会の委

　員に、次の方を選任することに同意

　しました。

　　　　　長
なが

　嶺
みね

　康
やす

　廣
ひろ

　氏

○人権擁護委員の候補者に、次の方を

　推薦することに同意しました。

　　　　　藤
ふじ

　田
た

　久
く

　美
み

　氏

　　　　 星
ほし

　野
の

　順
じゅん

　子
こ

　氏

　　　　 梅
うめ

　内
ない

　洋
よう

　子
こ

　氏

陳情の審査結果

継続して審査するもの

○日本政府が速やかに核兵器禁止条約に署

　名し国会が批准することを求める陳情　

　　　　　　　　･　　　（平成30年陳情第 2 号）

平成30年度八戸市一般会計９月補正予算
一般会計補正予算額　　 7億2,497万6千円　

（補正後の予算総額 1,010億1,880万6千円）
　主なもの

○（仮称）八戸都市圏ファンクラブ形成・ＰＲ事業費　････････････････････････････････････････････ 　500 万円
　（将来的な定住人口拡大に向け、首都圏の圏域関係者と交流し、圏域ファンを形成するためのＰＲ経費等）

○（仮称）八戸都市圏わくわく交流プラザ整備事業費　･･････････････････････････････････　1,901 万 5 千円
　（首都圏への物販・飲食・交流拠点の機能を備えた多機能交流プラザの整備等）

○優良建築物等整備・支援事業費　･････････････････････････････････････････････････････････････ 　1 億 5,739 万 5 千円
　（番町・堀端町地区整備に合わせた中央交番移転に伴う新設工事費等）

○大河ドラマパブリックビューイング開催経費　････････････････････････････････････････････････････････ 　650 万円
　（オリンピックを題材にした大河ドラマの出演者を招いてパブリックビューイングを実施、当市出身オリ

　ンピアンとのトークショー開催　 ■ 開催日：平成 31 年 1 月 6 日（日） ■ 場所：八戸市公民館）

会派別所属議員

自由民主・

市民クラブ

久　保　百　恵
高　橋　一　馬
藤　川　優　里
壬　生　八十博
立　花　敬　之
坂　本　美　洋

岡　田　　　英
高　山　元　延
小屋敷　　　孝
豊　田　美　好
秋　山　恭　寛

日　當　正　男
工　藤　悠　平
森　園　秀　一
松　橋　　　知
大　館　恒　夫

きずなクラブ
冷　水　　　保
田名部　和　義
寺　地　則　行

三　浦　博　司
五　戸　定　博
吉　田　博　司

古　舘　傳之助
八　嶋　　　隆

公 明 党 中　村　益　則 夏　坂　　　修 前　澤　時　廣

日本共産党議員団 苫米地　あつ子 田　端　文　明

無所属（伊）伊　藤　圓　子

無所属（吉）吉　田　淳　一

無所属（山）山　名　文　世

区分

会 派 名　

　議 ･ 案　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

き

ず

な

ク

ラ

ブ

公

明

党

日
本
共
産
党
議
員
団

無

所

属

（
伊
）

無

所

属

（
吉
）

無

所

属

（
山
）

議決結果

※
認 

定

平成29年度八戸市一般会計及び各特別会計決算の認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 認　　定

平成29年度八戸市公営企業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

※市長提出議案
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自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　

 
 

認
定
第
１
号
、
２
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
で
は
、

実
質
収
支
額
は
黒
字
と
な
り
、
通
常
収
支

分
の
歳
入
に
お
い
て
は
一
般
財
源
が
市
税

の
減
な
ど
に
よ
り
昨
年
度
を
下
回
っ
た
が
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
つ
つ
市
政
施
行

88
周
年
の
記
念
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
、

子
育
て
支
援
な
ど
各
分
野
で
の
重
要
な
施

策
の
推
進
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、

八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の
活
性
化
に

資
す
る
施
策
を
実
施
し
、
中
核
市
移
行
後

初
の
年
間
予
算
を
効
率
的
か
つ
確
実
に
執

行
し
た
こ
と
な
ど
を
高
く
評
価
す
る
。

　

今
後
は
、
学
生
ま
ち
づ
く
り
助
成
金
や

ケ
ア
ワ
ー
ク
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
５
年
連
続
で
資

＊
１

金
不
足
比
率
０
％
を

達
成
し
た
こ
と
な
ど
を
高
く
評
価
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
市
民
生
活
を
支
え
る
重

要
な
交
通
機
関
と
し
て
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
経
営
の
効
率
化
や
収

益
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
黒
字
決
算
と
な

り
、
利
用
し
や
す
い
施
設
の
改
修
に
努
め

る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る

取
り
組
み
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
高
度

で
専
門
的
な
医
療
の
提
供
、
地
域
医
療
支

援
病
院
と
し
て
地
域
完
結
型
の
医
療
体
制

づ
く
り
な
ど
に
努
め
、
平
成
31
年
度
の
完

成
を
目
指
す
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
整
備
に
つ

い
て
も
着
実
に
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　

認
定
第
１
号
、
２
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
で
は
、

決
算
特
別
委
員
会
で
議
論
し
た
事
業
評
価

の
内
容
や
、
学
生
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
、

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
意
見
要
望
に
対
し
、

引
き
続
き
精
査
を
行
い
、
今
後
の
予
算
編

成
や
行
政
運
営
に
生
か
す
こ
と
を
求
め
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
公
共
交
通
機

関
の
経
営
環
境
が
年
々
厳
し
さ
を
増
す
中

で
、
経
営
健
全
化
に
取
り
組
み
、
純
利
益

を
計
上
し
、
資
金
不
足
比
率
０
％
を
続
け

て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
経
営
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
に
依
拠
す
る
割
合

を
圧
縮
し
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
地
域
の
中
核
病

院
、
支
援
病
院
と
し
て
地
域
医
療
の
充
実

向
上
に
努
め
、
安
定
か
つ
健
全
な
経
営
を

維
持
継
続
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
積

極
的
に
職
場
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
地
域
貢
献
分
野

で
の
「
あ
お
ぎ
ん
賞
」
受
賞
を
契
機
に
、

地
域
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
の
責
務
を

果
た
し
、
さ
ら
に
質
の
高
い
医
療
を
提
供

す
る
た
め
、
必
要
な
医
療
機
能
の
充
実
強

化
に
努
め
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

大
型
施
設
の
建
設
に
よ
り
、
将
来
的
に

増
大
す
る
で
あ
ろ
う
維
持
管
理
経
費
に
対

し
、
多
く
の
市
民
が
危
惧
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
、

市
民
福
祉
の
向
上
、
市
政
発
展
の
た
め
効

決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
（
認
定
第
１
号
）
お
よ
び
企
業
会
計
決
算

（
認
定
第
２
号
）
は
、
９
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
催
し
た
決
算
特
別

委
員
会
で
審
査
し
、
９
月
21
日
の
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
各
会
派
お
よ
び
無
所
属
議
員
が
討＊

論
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載

し
ま
す
。

　

＊
討
論
と
は
、
採
決
の
前
に
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件
に
対
し
、
会
派
ま
た
は
自
己
の
賛

　
　

否
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
で
す
。
討
論
が
終
わ
る
と
原
則
と
し
て
表
決
に
入
り
、
最

　
　

終
的
な
賛
成
・
反
対
の
意
思
表
示
を
、
起
立
な
ど
に
よ
り
行
い
ま
す
。

＊１ 資金不足比率…公営企業における資金不足額（一般会計などの実質赤字に相当する額）の営業収益などに対する比率。

＊２ 業務継続計画…災害時に行政自らも被災し、人、物、情報など利用できる資源に制約がある状況下において、優先的に実施すべき業務
　　 を特定するとともに業務の執行体制や対応手順、継続に必要な資源の確保などをあらかじめ定める計画のこと。

決算特別委員会のようす
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率
的
か
つ
効
果
的
で
実
効
性
の
高
い
健
全

な
行
財
政
運
営
に
尽
力
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

 

公
明
党

　

 
 

認
定
第
１
号
、
２
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
は
、
黒

字
で
あ
り
、
地
方
創
生
に
向
け
て
策
定
し

た
「
八
戸
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

子
育
て
支
援
や
人
材
獲
得
支
援
事
業
な
ど

市
政
を
前
進
さ
せ
る
取
り
組
み
を
実
施
し

た
。

　

ま
た
、
復
興
計
画
に
基
づ
き
防
災
安
全

交
付
金
や
震
災
復
興
特
別
交
付
税
な
ど
の

財
源
を
活
用
し
、
防
災
拠
点
機
能
を
備
え

た
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
建
設
事
業
や
新
大
橋

整
備
事
業
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　

な
お
、
決
算
特
別
委
員
会
で
議
論
の
あ

っ
た
市
職
員
の
業

＊
２

務
継
続
計
画
の
体
制
強

化
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
施
策
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
重
ね
て
要
望
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
５
年
連
続
で

資
金
不
足
比
率
０
％
を
達
成
し
、
ダ
イ
ヤ

改
正
で
利
用
客
の
利
便
性
を
高
め
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市
民
生
活
を
支

え
る
重
要
な
交
通
機
関
と
し
て
安
定
的
な

運
営
が
で
き
る
よ
う
経
営
の
強
化
に
取
り

組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
患
者
と
職
員
の

よ
り
良
い
環
境
整
備
の
た
め
、
施
設
の
改

修
や
医
療
機
器
の
更
新
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
ほ
か
、
院
内
の
売
店
を
24
時
間
営
業
に

変
更
す
る
な
ど
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に

も
努
め
て
い
る
。
今
後
も
、
安
定
し
た
経

営
と
質
の
高
い
医
療
の
提
供
が
求
め
ら
れ

る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、
よ
り
一

層
改
革
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

日
本
共
産
党
議
員
団

 
 
 
 

認
定
第
１
号
に
反
対

 
 
 
 

認
定
第
２
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
は
、
保

育
士
資
格
な
ど
の
取
得
支
援
事
業
、
ハ
イ

リ
ス
ク
妊
産
婦
ア
ク
セ
ス
支
援
事
業
、
障

が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
料
無
料
化
、

（
仮
称
）
み
な
と
体
験
学
習
施
設
の
整
備

事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
も
の
の
、

当
市
の
国
保
滞
納
世
帯
数
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
入
居
待
機
者
数
、
そ
し
て
児
童

虐
待
相
談
件
数
が
高
い
数
字
で
推
移
す
る

中
、
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
施
策
が
不
十

分
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
へ
の
車
両
の
更
新
、
大
型
二
種
免

許
取
得
費
用
助
成
の
実
施
な
ど
を
評
価
す

る
。
今
後
は
、
運
転
職
員
の
増
員
と
、
嘱

託
職
員
の
休
暇
取
得
や
健
康
管
理
、
賃
金

な
ど
を
正
規
職
員
と
同
じ
労
働
条
件
に
整

え
る
こ
と
、
ま
た
、
バ
ス
路
線
や
ダ
イ
ヤ

編
成
に
関
し
て
は
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
方
々
か
ら
不
便
な
点
な
ど
を
聞
き

と
っ
た
上
で
要
望
を
反
映
さ
せ
、
市
民
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
交
通
機
関
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
よ
う
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
重
点
的
に
救
命

救
急
医
療
に
取
り
組
み
、
周
産
期
医
療
と

高
度
で
専
門
的
な
医
療
の
提
供
、
他
の
病

院
や
診
療
所
と
の
連
携
を
図
り
地
域
完
結

型
の
医
療
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
こ

と
を
評
価
す
る
。
今
後
も
経
営
環
境
は
厳

し
さ
を
増
す
が
、
市
民
の
命
を
守
る
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

 
無
所
属
（
伊
）

　
　

認
定
第
１
号
、
２
号
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
で
は
、

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、
実
質
収
支
額
約

36
億
円
の
黒
字
決
算
と
し
た
財
政
運
営
を

評
価
す
る
が
、
依
然
と
し
て
財

＊
３

政
力
指
数

は
０
・
67
と
低
く
、
経

＊
４

常
収
支
比
率
は
91

・
９
％
と
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
財
政

の
硬
直
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
、
一
層
健

全
な
行
政
経
営
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
や
介
護
離
職
対
策

な
ど
に
つ
い
て
特
段
の
推
進
を
願
う
。

　

自
動
車
運
送
事
業
で
は
、
乗
客
数
が
減

少
す
る
中
、
３
年
連
続
の
黒
字
決
算
、
５

年
連
続
の
資
金
不
足
比
率
０
％
と
し
た
経

営
健
全
化
へ
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
今

後
も
公
共
交
通
の
安
全
性
・
利
便
性
の
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
願
う
。

　

市
民
病
院
事
業
で
は
、
患
者
数
が
減
少

す
る
中
、
未
処
理
欠
損
金
を
約
33
億
円
に

減
じ
た
経
営
努
力
、
中
核
的
な
基
幹
病
院

と
し
て
責
務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
緩
和

ケ
ア
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

＊３ 財政力指数…標準的な行政サービスをどれだけ自主財源で賄っているかを表す指数であり、   「１」を超えるほど財源に余裕があると
　　 されている。

＊４ 経常収支比率…地方税や地方交付税など経常的な一般財源のうち、人件費、扶助費、公債費、物件費などの経常的に支出する経費に
　　 充当される割合を表し、財政構造の弾力性を示すもの。

八戸市立市民病院緩和ケア病棟

完成イメージ（平成32年3月供用開始予定）
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＊５ ＬＧＢＴ…性的指向及び性自認の問題に関する呼称で、一般的に、同性愛者、両性愛者、こころの性とからだの性との不一致のこと
　　 を指す。

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

 20
号
売
市

烏
沢
線
に
替
わ
る
道
路
整
備
の
考
え
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

寺　

地　

則　

行

【
問
い
】 

主
要
地
方
道
八
戸
大
野
線
か

ら
国
道
３
４
０
号
ま
で
の
区
間
の
都
市
計

画
道
路
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
が
、
既

存
道
路
の
拡
幅
な
ど
に
よ
り
、
現
計
画
よ

り
も
時
間
・
経
費
を
縮
減
し
て
整
備
す
る

方
法
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
代
替
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

【

答

え

】　

同

区

間

の

都

市

計

画

道

路

の
代
替
と
な
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
道
路
の
見
直
し
に
よ
り
変
更
な
ど
に

な
っ
た
場
合
に
は
そ
の
検
討
の
必
要
が
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
、
現
計
画
と
の
整
合

性
を
図
る
上
か
ら
も
難
し
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
実
績
は

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

久　

保　

百　

恵

【
問
い
】　

八
戸
市
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
状

況
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
事
業
は
、
平
成
29

年
１
月

の
中
核
市
移
行
に
伴
い
県
か
ら
移
譲
を
受

け
て
開
始
し
て
お
り
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
ず
、
１
回
の
治
療
費
が
高
額
と
な
る

特
定
不
妊
治
療
お
よ
び
男
性
不
妊
治
療
に

要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度

は
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
助
成
件
数
34
組

延
べ
40
件
、
助
成
金
額
７
０
９
万
１
９
０

１
円
、
29

年
度
は
１
１
４
組
延
べ
１
７
４

件
、
３
０
５
６
万
３
８
５
５
円
、
30
年
度

は
８
月
末
時
点
で
63
組
延
べ
70
件
、
１
１

６
５
万
３
７
３
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

障
が
い
者
等
用
駐
車
場
の
適
正
利
用
に

　

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

経
常
収
支
比
率
の
現
状
分
析
と
対
応
は

　
　
　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

名　

文　

世

【
問
い
】　

平
成
29
年
の
経
常
収
支
比
率

が

91
・
９
％
と
高
い
こ
と
な
ど
財
政
構
造

の
硬
直
化
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
現
状
分

析
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

当
市
の
経
常
収
支
比
率
は
こ

れ
ま
で
80
％
台
後
半
で
推
移
し
て
き
た
が
、

主
に
扶
助
費
の
伸
び
に
よ
り
、
28
年
度
は

90
・
６
％
、
29
年
度
は
91
・
９
％
と
な
っ

た
。
28
年
度
の
中
核
市
の
平
均
値
は
91
・

９
％
、
ま
た
、
全
国
１
７
１
８
市
町
村
の

う
ち
７
８
８
市
町
村
で
、
比
率
が
90
％
を

超
え
る
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
他

都
市
と
同
水
準
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
扶
助
費
の
伸
び
は
続
く
見
込
み

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
適
正
な
支
出
と

収
入
確
保
に
取
り
組
み
、
財
政
構
造
の
弾

力
性
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

市
職
員
に
つ
い
て

◆

図
書
館
に
つ
い
て

小
学
校
へ
の
冷
房
設
備
の
整
備
状
況
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

博　

司

【
問
い
】　

近
年
は
当
市
で
も
猛
暑
が
続

き
、
熱
中
症
予
防
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
小
学
校
に
お
け
る
冷
房
設
備
の

整
備
状
況
と
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】

　

市
で
は
、

体
調
不
良
な

ど
を
訴
え
る

児
童
生
徒
の

症
状
を
緩
和

さ
せ
る
環
境

を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
向

上
さ
せ
る
目
的
で
、
保
健
室
へ
の
空
調
設

備
設
置
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
８
月

ま
で
に
22
校
へ
の
設
置
が
完
了
し
、
残
り

21
校
に
つ
い
て
は
平
成
31
年
度
中
の
設
置

を
目
指
し
て
い
る
。

　

市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
全
小
学
校

の
保
健
室
へ
の
空
調
設
備
設
置
を
目
指
す

と
と
も
に
、
そ
の
効
果
や
課
題
を
検
証
し

な
が
ら
、
今
後
の
学
校
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て

◆

新
美
術
館
の
整
備
に
つ
い
て

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
と
支
援
を

　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

苫
米
地　

あ
つ
子

【
問
い
】　

Ｌ＊
５

Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
と
支
援

に
関
し
て
、
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
実

態
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
で
は
、
本
年
５
月
に
市
内

全
小
中
学
校
の
生
徒
指
導
主
任
・
主
事
を

対
象
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
正
し
い
理
解
と

児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
講
座
を
開
催
し
、

来
年
度
以
降
は
、
全
小
中
学
校
の
管
理
職

を
対
象
に
講
座
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

　

市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
引
き
続
き

人
権
教
育
お
よ
び
い
じ
め
の
未
然
防
止
と

し
て
、
ま
ず
は
教
職
員
の
理
解
を
深
め
る

一 

般 

質 

問
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取
り
組
み
を
推
進
し
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
な

が
ら
、
互
い
に
認
め
合
う
教
育
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

平
和
行
政
に
つ
い
て

◆

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て　
　
　

な
ど

買
い
物
弱
者
へ
の
対
応
は

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

小
屋
敷　
　
　

孝

【
問
い
】　

増
加
を
続
け
る
買＊

６

い
物
弱
者

に
対
す
る
現
在
の
取
り
組
み
と
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

当
市
で
は
、
高
齢
者
へ
バ
ス

券
を
交
付
し
、
移
動
手
段
を
確
保
す
る
取

り
組
み
や
、
徒
歩
移
動
が
困
難
な
方
に
対

し
て
は
、
介
護
保
険
や
総
合
事
業
の
訪
問

介
護
に
よ
る
買
い
物
代
行
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
、
ま
た
、
民
間
事
業
者
が
行

っ
て
い
る
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
十
分

に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
買
い
物
支
援
事
業
者
の
一
覧
を

作
成
す
る
な
ど
、
認
知
度
を
高
め
る
取
り

組
み
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

と
連
携
し
、
今
後
も
高
齢
者
に
対
す
る
支

援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

教
育
行
政
に
つ
い
て

◆

道
路
行
政
に
つ
い
て　
　
　
　
　

な
ど

卸
売
市
場
法
改
定
の
概
要
と
市
の
対
応
は

　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

端　

文　

明

【
問
い
】　

卸
売
市
場
法
の
改
定
の
概
要

と
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え

＊
７

】　

卸
売
市
場
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
後
も
中
央
卸
売
市
場
と

し
て
認
定
を
受
け
る
に
は
、
国
が
定
め
た

基
本
方
針
に
即
す
る
な
ど
、
適
正
か
つ
健

全
な
運
営
が
可
能
な
卸
売
市
場
で
あ
る
こ

と
が
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、
市
の
条
例
お

よ
び
施
行
規
則
の
改
正
が
必
要
と
な
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
改
正
法
に
関
す

る
情
報
収
集
に
努
め
、
他
の
中
央
卸
売
市

場
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
場
取
引

関
係
者
か
ら
の
意
見
を
集
約
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
市
場
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、

北
東
北
の
拠
点
市
場
と
し
て
の
使
命
に
応

え
る
よ
う
市
場
運
営
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

◆

買
い
物
困
難
地
域
対
策
に
つ
い
て

◆

自
殺
対
策
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
適
正
な
雇
用
促
進
を　

　
　
　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

圓　

子

【
問
い
】　

市
職
員
に
お
け
る
障
が
い
者

の
法
定
雇
用
率
の
達
成
策
と
、
身
体
障
が

い
者
の
み
な
ら
ず
、
知
的
障
が
い
者
と
精

神
障
が
い
者
を
含
め
た
障
が
い
者
の
雇
用

に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
の

達
成
に
向
け
て
、
本
年
度
は
身
体
障
が
い

者
枠
を
２
名
に
増
や
し
て
募
集
し
た
が
、

応
募
者
が
１
名
で
あ
っ
た
た
め
、
本
年
度

中
に
追
加
募
集
を
行
い
た
い
。
今
後
も
、

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
向
け
て
計
画
的

か
つ
継
続
的
に
採
用
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い

者
の
採
用
は
、
こ
れ
ま
で
当
市
で
は
実
施

し
て
い
な
い
が
、
採
用
試
験
の
方
法
や
採

用
後
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
の
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
他
都
市
の
状
況
を
調
査
し
、

そ
の
方
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

ゲ
ー
ム
障
害
等
ネ
ッ
ト
依
存
に
つ
い
て

◆

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て　
　

な
ど

介
護
施
設
の
利
用
状
況
は

　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

益　

則

【
問
い
】　

当
市
に
お
け
る
介
護
施
設
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
内
に
あ
る
介
護
施
設
の
定

員
数
お
よ
び
平
成
29
年
度
の
利
用
率
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
14
施
設
６
８
１

人
で
利
用
率
は
96
・
０
％
。
老
人
保
健
施

設
が
７
施
設
７
３
０
人
で
利
用
率
は
94
・

５
％
。
介
護
療
養
型
医
療
施
設
が
４
施
設

２
１
６
人
で
利
用
率
は
97
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
特

別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
来

年
度
開
設
予

定
の
29
人
定

員
の
１
施
設

の
整
備
を
進

め
て
い
る
ほ
か
、
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計

画
に
基
づ
き
、
29
人
定
員
の
２
施
設
に
つ

い
て
も
２
０
２
０
年
度
の
開
設
を
目
指
し

て
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◆

防
災
行
政
に
つ
い
て

◆

環
境
行
政
に
つ
い
て

対 象 者：市内に住所がある

　　　　  70 歳以上の方

申 込 先：高齢福祉課

　　　　 南郷事務所

＊６ 買い物弱者…人口減少や少子高齢化などを背景とした流通機能や交通網の弱体化などの多様な理由により、日常の買い物機会が十分
　　 に提供されない状況に置かれている人々。

＊７ 卸売市場法の一部を改正する法律…最近の流通の多様化に対応するため、卸売市場に関して、これまでの許認可制に代えて認定制に
　　 移行するなどの制度を見直す必要があることから、国が本年６月に公布したもの。２年以内に施行される予定である。

＜高齢者バス特別乗車証＞
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お

知

ら

せ

移
住
者
対
策
と
し
て
の
規
制
緩
和
を

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

日　

當　

正　

男

【
問
い
】　

移
住
者
促
進
対
策
と
し
て
、

開
発
行
為
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例

を
改
正
し
、
市
街
化
調
整
区
域
に
住
宅
を

建
て
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

【

答

え

】　

許

可

要

件

を

緩

和

す

る

こ

と
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
お
よ
び
立
地
適
正
化
計
画
の
趣
旨
や
、

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引

き
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
開
発
許
可
申
請
を
自
己

所
有
地
だ
け
で
は
な
く
、
借
地
で
も
認
め

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
申
請
内
容
と
異
な

る
使
用
を
防
止
す
る
た
め
認
め
て
い
な
い

が
、
他
都
市
で
は
許
可
し
て
い
る
事
例
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

蕪
島
地
区
観
光
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ

　

い
て

◆

各
種
公
共
施
設
の
愛
称
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

（
仮
称
）
「
美
術
館
通
り
」
を
整
備

す
る
考
え
は

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

山　

元　

延

【
問
い
】　

三
日
町
・
番
町
交
差
点
間
を

（
仮
称
）
「
美
術
館
通
り
」
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
区
間
は
、
県
が
街
路
整
備

事
業
と
し
て
歩
道
の
拡
幅
や
新
設
、
路
面

の
美
装
化
な
ど
を
順
次
予
定
し
て
い
る
。

　

同
区
間
の
整
備
に
よ
り
、
三
日
町
・
番

町
間
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
の
創
出
、
中

心
市
街
地
へ
の
来
訪
者
の
回
遊
性
向
上
が

期
待
さ
れ
、
通
り
の
名
称
設
定
や
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
設
置
な
ど
に
よ
り
Ｐ

Ｒ
効
果
も
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
施
設
が
集
積

し
た
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
を
多
く
の
方
に

親
し
み
を
持
っ
て
認
知
、
利
活
用
し
て
頂

く
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

◆

は
っ
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
つ

　

い
て

高
齢
経
営
者
の
把
握
と
事
業
承
継
の
取

り
組
み
は

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

一　

馬

【
問
い
】　

当
市
の
高
齢
経
営
者
は
ど
れ

く
ら
い
い
る
の
か
、
ま
た
、
事
業
承
継
の

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

平
成
28
年
度
に
八
戸
商
工
会

議
所
が
市
内
の
事
業
者
を
対
象
に
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
経
営
者
の
年
齢
が
60
歳

以
上
の
割
合
は
58
％
、
後
継
者
未
定
の
事

業
者
の
割
合
は
62
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
市
で
は
、
八
戸
商
工
会
議
所
と
連
携

し
、
28
年
度
に
「
は
ち
の
へ
創
業
・
事
業

承
継
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
通
称
「
８は

ち

サ

ポ
」
を
開
設
し
、
事
業
承
継
計
画
の
策
定

や
資
金
調
達
に
関
す
る
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
国
、
県
お
よ
び
各
支
援
機
関

と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

教
育
行
政
に
つ
い
て

◆

中
心
街
活
性
化
に
つ
い
て

◆

市
の
景
観
に
つ
い
て

手
話
言
語
条
例
の
早
期
制
定
を

　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

夏　

坂　
　
　

修

【
問
い
】　

手＊
８

話
言
語
条
例
の
制
定
に
向

け
た
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
経
緯
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

当
市
で
は
、
平
成
26
年
２
月

に
八
戸
市
ろ
う
あ
協
会
か
ら
の
要
望
に
応

じ
、
市
議
会
か
ら
国
へ
「
手
話
言
語
法
制

定
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
て
以
降
、

他
都
市
の
条
例
制
定
の
状
況
や
条
例
の
内

容
な
ど
の
調
査
を
行
う
ほ
か
、
同
協
会
と

全
市
議
会
議
員
、
市
の
３
者
合
同
勉
強
会

を
開
催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
。

　

今
後
は
、
平
成
31
年
４
月
の
施
行
を
目

指
し
、
同
協
会
と
の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

条
例
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

（
仮
称
）
八
戸
都
市
圏
わ
く
わ
く
交
流

　

プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

◆

教
育
行
政
に
つ
い
て

印刷部数 98,100 部　印刷経費１部あたり 14.688 円

編集・発行　八戸市議会　八戸市内丸一丁目 1番 1号  TEL：43-2145 /  FAX：47-0744

◆
市
議
会
の
傍
聴

　

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
・

特
別
委
員
会
、
常
任
委
員
会
協
議
会
お

よ
び
議
員
全
員
協
議
会
は
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
八
戸

市
庁
本
館
３
階
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

９
月
定
例
会
の
傍
聴
者
数
は
35
人
で

し
た
。

◆
定
例
会
日
程

　

次
期
定
例
会
は
、
12
月
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　

会
期
日
程
や
一
般
質
問
日
程
（
各
議

員
の
質
問
の
要
旨
）
に
つ
い
て
は
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

◆
声
の
市
議
会
だ
よ
り

　

市
議
会
で
は
、
視
覚
障
が
い
者
や
高

齢
者
の
た
め
に
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
や
ま
び
こ
の
会
」
が
朗
読
し
た

 

「
は
ち
の
へ
市
議
会
だ
よ
り
」
の
音
声

デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

＊８ 手話言語条例…手話が言語であるとの認識に基づき、手話に対する理解の促進および手話の普及に関して基本理念を定め、市の責務な
　　 らびに市民および事業者の役割を明らかにするとともに、手話に関する施策の基本となる事項を定めることにより、全ての市民が共に
　　 生きる地域社会を実現することを目的とした条例。



平成29年度各会計決算状況

（単位：千円）

歳入歳出 翌年度へ繰越
会　　　計　　　名 差 引 額 すべき財源

（Ａ） （Ｂ） (A)-(B) (C) （Ｄ） (C)-(D)

一 般 会 計 102,209,754 99,329,671 2,880,083 1,123,741 1,756,342

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 27,683,964 27,080,584 603,380 603,380

地 方 卸 売 市 場

八 戸 市 魚 市 場 特 別 会 計

都 市 計 画 土 地 区 画

整 理 事 業 特 別 会 計

学 校 給 食 特 別 会 計 2,001,635 1,979,643 21,992 21,992

都 市 計 画 下 水 道 事 業

特 別 会 計

公共用地取得事業特別会計 0 0 0 0

都市計画駐車場特別会計 855,483 830,075 25,408 67 25,341

中 央 卸 売 市 場 特 別 会 計 328,163 320,575 7,588 128 7,460

霊 園 特 別 会 計 48,251 47,297 954 954

農業集落排水事業特別会計 338,155 333,090 5,065 5,065

介 護 保 険 特 別 会 計 21,586,675 20,625,654 961,021 468 960,553

国 民 健 康 保 険
南 郷 診 療 所 特 別 会 計

183,395 168,425 14,970 14,970

後期高齢者医療特別会計 2,370,106 2,288,044 82,062 82,062

母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金
貸 付 事 業 特 別 会 計

64,556 42,430 22,126 22,126

特　別　会　計　小　計 70,131,507 68,150,172 1,981,335 132,673 1,848,662

合　　　　　　　　　　　計 172,341,261 167,479,843 4,861,418 1,256,414 3,605,004

（単位：千円）

企 業 会 計 収益的収支

自 動 車 運 送 事 業 会 計 46,112

市 民 病 院 事 業 会 計 1,264,516

平 成 29 年 度　決 算 報 告

歳入決算額 歳出決算額 実質収支

381,269 359,615 21,654 21,654

1,929,329 1,784,930 144,399 131,810 12,589

12,360,526 12,289,810 70,716 200 70,516

収益的収入 収益的支出

1,542,072 1,495,959

19,134,677 17,870,161









決算特別委員会質疑予定一覧表
№ 会  計  名 款 質  疑  事  項
1 一般会計  歳 出 総務費 自転車保険について
2 一般会計  歳 出 総務費 業務継続計画（地震編）の運用体制について
3 一般会計  歳 出 総務費 ふるさと寄附金について
4 一般会計  歳 出 総務費 採用試験における障がい者、精神保健福祉士、獣医師等の採用について

5 一般会計  歳 出 総務費 全国山村過疎地域振興連盟負担金について
6 一般会計  歳 出 総務費 学生まちづくり助成金について
7 一般会計  歳 出 総務費 周年事業の考え方について
8 一般会計  歳 出 民生費 長生園施設整備について
9 一般会計  歳 出 民生費 未婚のひとり親家庭の寡婦控除のみなし適用について
10 一般会計  歳 出 民生費 生活保護世帯の子どもの進学状況について
11 一般会計  歳 出 民生費 生活保護世帯のクーラー配置について
12 一般会計  歳 出 民生費 ケアワークパスポートについて
13 一般会計  歳 出 民生費 介護離職について
14 一般会計  歳 出 民生費 未婚のひとり親世帯への支援について
15 一般会計  歳 出 民生費 子ども食堂について
16 一般会計  歳 出 民生費 保育士の人材確保について
17 一般会計  歳 出 衛生費 高齢者肺炎球菌ワクチンの接種状況について
18 一般会計  歳 出 衛生費 資源物の持ち去り対策について
19 一般会計  歳 出 衛生費 救急医療対策事業について
20 一般会計  歳 出 衛生費 動物愛護センターについて
21 一般会計  歳 出 衛生費 乳幼児のネット環境対策について
22 一般会計  歳 出 労働費 勤労青少年ホームについて
23 一般会計  歳 出 農林水産業費 青年就農給付金の給付状況について
24 一般会計  歳 出 商工費 旧柏崎小学校跡地の山車小屋整備について
25 一般会計  歳 出 商工費 インバウンド対策について
26 一般会計  歳 出 土木費 旧柏崎小学校付近の道路整備について
27 一般会計  歳 出 土木費 空家対策について
28 一般会計  歳 出 土木費 市営住宅保証人制度について
29 一般会計  歳 出 土木費 道路異状通報メールについて
30 一般会計  歳 出 土木費 公園の遊具、フェンス等の修繕について
31 一般会計  歳 出 土木費 私道整備について
32 一般会計  歳 出 消防費 八戸市防災ノートについて
33 一般会計  歳 出 教育費 スポーツ合宿誘致について
34 一般会計  歳 出 教育費 さわやか八戸グッジョブウィークについて
35 一般会計  歳 出 教育費 登下校時の荷物の重さへの配慮について
36 一般会計  歳 出 教育費 地区公民館について
37 一般会計  歳 出 教育費 地域スポーツ応援事業について
38 一般会計  歳 出 教育費 氷都八戸パワーアッププロジェクト事業について
39 一般会計  歳 出 教育費 児童生徒文化活動促進費について（文化・スポーツ大会出場成績）
40 一般会計  歳 出 教育費 「前原寅吉」小惑星命名プラネタリウムについて
41 一般会計  歳 出 教育費 青少年のための科学の祭典について
42 一般会計  歳 出 教育費 是川縄文遺跡世界遺産登録について
43 一般会計  歳 出 教育費 新美術館運営検討委員会について

平成30年09月
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決算特別委員会質疑予定一覧表
№ 会  計  名 款 質  疑  事  項

平成30年09月

44 一般会計  歳 出 教育費 公民館の建設等について
45 一般会計  歳 入 軽自動車税減免継続申請について
46 都市計画土地区画整理事業特別会計 八戸駅西土地区画整理事業について
47 霊園特別会計 合葬墓の計画について
48 自動車運送事業会計 運転職員充足率等について
49 自動車運送事業会計 バス路線やダイヤ編成の見直しについて
50 自動車運送事業会計 大型二種免許取得費用助成の実施状況について
51 自動車運送事業会計 ユニバーサルデザイン公共交通の推進について
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